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参考資料：事後課題(赤枠内）

我がまちのつながるための手立て

Ａ：つながりが弱い・ない

Ｂ：つながっているが
不十分な可能性がある

担当部局 高齢者 生活困窮 子ども・子育て 障害 その他

多分野とつながる
ために使える資源
（人・モノ）

既存の取組

各分野に対する印
象（他課からどう見
られているのか）

つながるための
課題

～必要な出会いとつながることで可能性を広げるために必要な情報と重なり合い～

＜ 我がまちのつながり妄想イメージ（多分野とつながるための情報共有）＞
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R５年度の基礎編研修 ライブ２回目研修ワークシート
必要な出会いとつながることで可能性を広げ、重なるためのアクションプラン

すぐにできそうな
こと

誰と誰がつながりそうか 誰と何をつなげられそうか それによりできそうなこと
は何か

すぐにはできない
がやれそうなこと

＜ 我がまちのつながり妄想イメージ（具体的な取組につなげる）＞

つながるための取
組

取組①（優先順位： ） 取組②（優先順位： ） 取組③（優先順位： ）

優先度の理由
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つながるための取組の優先度を検討するためのシート
つながるための課題について、できそうなことをなるべくたくさん挙げてみてください。
その上で、以下にマッピングしてください。

・個人ワーク → 市町村内で共有

重要度（優先度）

取
組
や
す
さ


	スライド 0: 参考資料：事後課題(赤枠内）
	スライド 1: R５年度の基礎編研修 ライブ２回目研修ワークシート
	スライド 2: つながるための取組の優先度を検討するためのシート

